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科学研究費補助金（基盤研究（Ｓ））研究進捗評価意見書

	評価意見書作成者
	所属　
	氏名　

	課題番号
	研　究　課　題　名
	研究代表者
（所属研究機関・部局・職）

	
	
	

	
※ 該当するものを必ず一つ選び、□に印（■、√、○ 等）を付してください。                     

※（意見等）欄には、必ず意見等を記入してください。

※ □問題があるに印を付した場合、（問題点）欄には、問題があると判断した理由を必ず記入してください。
　研究進捗評価時点での評価を記入願います。

（a）研究の進展状況
　　①　当初の研究目的に沿って、着実に研究が進展しているか。
□　期待以上に進展している　　　　　　□　着実に進展している
□　やや遅れている　　　　　　　　　　□　非常に遅れている

　（意見等）※期待以上に進展している点、やや遅れている点又は非常に遅れている点を記入願います。
　

　　②　今後の研究推進上、問題となる点はないか。
□　問題はない
　　　□　問題がある

　（問題点）

（b）これまでの研究成果

　　①　当初の研究目的に照らして、現時点で期待された成果をあげているか
□　期待以上の成果をあげている　　　　　　□　期待された成果をあげつつある
□　期待された成果をあげているとは　　　　□　期待された成果をあげる見込みが
いい難い　　　　　　　　　　　　　　　　　ない
　（意見等）※期待以上の成果をあげている点、期待された成果をあげているとはいい難い点又は期待された成果をあげる見込みがないと思われる点を記入願います。


	　　②　研究内容・研究成果の積極的な公表、普及に努めているか。

□　努めている

□　不十分である

　（意見等）

　
（c）研究組織

同一又は複数の研究機関に所属する研究者が数人で共同して行う研究においては、研究組織が研究者相互に有機的連携が保たれ、研究が効率的に進められるものとなっているか。

□　なっている
　　　□　問題がある

　（問題点）

　
（d）研究費の使用

　　①　購入された設備等は有効に活用されているか。

□　有効に活用されている
　　　□　問題がある

　（問題点）

　
　　②　その他、研究費は効果的に使用されているか。
□　効果的に使用されている
　　　□　問題がある

　（問題点）

　


	

	（e）研究目的の達成見込み
　　①　研究期間が終了するまでの間に研究目的を達成する見込みがあるか。

□　期待以上の達成が見込まれる　　　　□　達成が見込まれる
□　達成が危ぶまれる　　　　　　　　　□　達成する見込はない
　（意見等）※期待以上の達成が見込まれる点、達成が危ぶまれる点又は達成する見込みはないと思われる点を記入願います。
　
　　②　今後の研究計画・方法の妥当性はどうか。

□　妥当である
　　　□　問題がある

　（問題点）



	〔総合評価〕

本研究課題の当初の目標に照らし、評価願います。

□ Ａ＋：当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる
□ Ａ　：当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる
□ Ｂ　：当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である
□ Ｃ　：当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当である

（意見等） 各評価事項、今後の課題及びその他の点も含め、総合的な意見を記入願います。　　　　　　　　また、「Ｃ」の場合は、研究経費の減額又は研究の中止の必要性について記入願います。
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